
8 月、 当センターでは東洋大学学生の皆さまと連携し、 利用者、 オンラインボッチャの参加者、

そして能登半島の被災地で暮らす子どもたちとともに「オンラインボッチャ交流大会」を開催しました。

本大会は、 大学生と利用者が協働し、 スポーツを通じて障がい理解を深めるとともに、 利用者の

社会参加の場を広げることを目的とした取り組みです。 当日は画面越しに声援や拍手が飛び交い、

笑顔あふれる時間となりました。 利用者の方からは 「みんなで楽しめてうれしい」 との声も寄せられ

ました。

また、 離れた地域の人々とつながる体験を通じて、 地域支援や復興支援の意義を実感する場にも

なりました。 今後も大学との連携を軸に、 学びと交流の輪を広げ、 地域に開かれた支援活動を進め

てまいります。今回の経験を糧に、より多くの方が参加できる活動を継続していきたいと考えています。

� （酒井記）
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年賀状販売年賀状販売

　今年もお歳暮のカタログ販売を行います。 全国の障がい者施設で製造している商品を多数取り揃えております。

いずれも高品質の商品となっておりますのでぜひご利用いただければと思います。

詳しくは、 お歳暮カタログをご覧ください。

カタログのご請求 ・お問い合わせ 03-5849-2028　（ギフト担当係）

　今年も年賀状印刷販売を行います。 来年の干支は午です。 躍動感ある午のイラストや、 可愛い

午のイラストなど、 多数用意しています。 また、 思い出の写真をプリントすることもできます。

　今年も年賀状は全て郵送いたします。 送料は施設が全額負担し、 代引き手数料は無料となって

います。

　今年もぜひ足立区大谷田就労支援センターで年賀状をお選びください。

お歳暮カタログお歳暮カタログ

学生実習受け入れ
・ 5 月　東京未来大学福祉保育専門学校　2名
・ 8 月　東洋大学　1名
・ 10 月～　東洋大学　11 名

施設運営報告

内部研修
・ 個人情報保護マニュアル読み合わせ　6月 11 日
・ 感染症予防対策研修　9月 25 日
・ 障がい理解について　7月 15 日

防災訓練
7 月　水害想定訓練
9月　消火器訓練

東洋大学とのオンライン交流
6 月 28 日、 8 月 18 日、 8月 20 日

　9月 24 日、 施設では近隣の消防署の方を講師にお招きし、 防災訓練を行いました。
　職員を中心に、 希望された利用者様にもご参加いただき、 実際に消火器の使い方を体験！
　消防車も来てくださり、 皆さん興味津々の様子でした。
　いざ実践となると焦ってしまい、 消火の手順を間違える場面もありましたが、 それも良い学びの機会とな
りました。
　これからも、 もしもの時に落ち着いて行動できるよう、 防災への意識を高めていきたいと思います。 （鈴木記）

防災訓練の様子
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大谷田就労支援センターでは、 地域の 「三七会」 の方々と共に秋祭りを

10月 18日に宵宮、 19日は本宮を執り行いました。 毎年恒例の行事ですが、

私自身参加する事が初めてだったので、 とても新鮮な気持ちで参加させてい

ただきました。

宵宮では、 午前中から会場の準備を進めましたが、 準備が進むにつれてお

祭りの雰囲気もぐっと増していき、 お祭りが始まる頃には熱気も最高潮。 当日

は大勢の人が集まり、 模擬店やビンゴ大会でお祭りを楽しんでいました。 朝か

ら準備に携わっていたので、 お客さんの笑顔が見られた事、 地域の方からの

感謝の言葉には、 込み上げるものがありました。

本宮は、 大勢の人と一緒に神輿を担いで地域を練り歩きました。 生まれて

初となる神輿担ぎでしたが、 担ぎ手の意気込みと観客からの合いの手もあり、

自然と神輿を担ぐ手にも力が入り、 地域との団結力や一体感を肌で感じる事が

出来ました。 一方、 お祭りを終えて体力には自信があった私でしたが、 予想

以上に疲れもありました。 しかし、 三七会の方々との繋がりや来場した観客の

皆様、 利用者の表情を振り返った時にやって良かったなとしみじみと感じ、 貴

重な体験をさせていただ事に感謝しかありません。

今後も、 地域の方々と一緒に大谷田を盛り上げていけたらと思える 2日間

でした。 今年参加が出来なかった方々、 是非来年の来場をお待ちしています。

（木村記）

三七会秋の祭礼


